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「睡眠時無呼吸症候群」と糖尿病  

睡眠時無呼吸症候群とは、寝ている間に呼吸が止まることが多くなり、何度も目が覚めたり、息苦

しい感覚になったりします。そうなると、睡眠の質が大幅に低下します。睡眠の質の低下と糖尿病に

は大きな関係があります。睡眠の質が低下すると、体のなかでさまざまな変化が起こります。 

 たとえば、交感神経が活性化したり、ストレスホルモンが過剰に分泌され

たりします。そうなると、血糖値や血圧が上昇し、脂肪が増加しやすくなり

ます。また、成長ホルモンの分泌が低下し、筋肉が減って脂肪が蓄積されや

すい状態になります。脂肪が増えると体内のインスリンが正常に働かない 

ため、血糖コントロールが不良になります。              

こわい「いびき」の存在  

疲れているときやお酒を飲んだとき、鼻が詰まっているとき、体調が良くないときなどは、誰しも

がいびきをかきます。そして「いびき」というと、周囲の人に迷惑がかかる騒音としてだけ取り上げ

られがちです。 しかし、たかが「いびき」とあなどってはいけません。 

近年の研究で、人間の健康に多大な影響をおよぼすことが分かっています。放っておくと重大な 

合併症や突然死を引き起こす病気です。 

 

日中の眠気が強い場合、睡眠時無呼吸症候群である可能性が濃厚です。 
 

心当たりがある場合は、一度チェックリストをつけてみましょう。  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



睡眠時無呼吸症候群の検査・治療について  ≪当院でも、治療が出来ます≫ 

●簡易検査 自宅で手軽にいびきや呼吸をチェック 

自宅でも取扱い可能な検査機器を使って、普段と同じように寝て  

いる間にできる検査です。  

手の指や鼻の下にセンサーをつけ、いびきや呼吸の状態から  

睡眠時無呼吸症候群（SAS）の可能性を調べます。自宅でもできる  

検査なので、普段と変わらず仕事や日常生活をそれほど心配せずに  

検査することができます。多くの場合はまずこの簡易検査から行ない  

ます。主に酸素飽和度を調べる検査（パルスオキシメトリー）と、  

気流やいびき音から気道の狭窄や呼吸状態を調べる検査とがあります。  

 

●内科的治療 CPAP 治療 

「Continuous Positive Airway Pressure」の頭文字をとって、  

「CPAP（シーパップ）療法：経鼻的持続陽圧呼吸療法」と呼ばれます。  

閉塞性睡眠時無呼吸タイプに有効な治療方法として現在欧米や  

日本国内で最も普及している治療方法です。CPAP 療法の原理は、  

寝ている間の無呼吸を防ぐために気道に空気を送り続けて気道を  

開存させておくというもの。CPAP 装置からエアチューブを伝い、  

鼻に装着したマスクから気道へと空気が送り込まれます。  

気道を保つことにより気道の閉塞を防ぐ、いわば「空気の添え木」のような役割を果たします。  

 

「睡眠時無呼吸症候群」が気になる方は、  

医師、またはスタッフに  お気軽にご相談ください。  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・～ はじめまして ～・ 
 

 

 

 

医師 「半谷 真理」先生  
が着任しました。 

 

 

【専門分野】 

内分泌代謝・糖尿病内科領域  

日本内科学会  /  認定内科医 

日本糖尿病学会 /  糖尿病専門医・研修指導医 

 

【前勤務先】 盛岡市立病院・岩手医科大学付属病院 

 

はんがい まり 

       月曜日から木曜日まで、医師が 2 人体制となりました 

2024 年 4 月から 

当クリニックにおいては、 

一般内科も含めた幅広い疾患に 

対応できるよう努めてまいりますので 

よろしくお願いします。 


